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地方独立行政法人化！ 

もっとよりそう都立病院へ 

病院・衛生局支部TV  

第一特集 
健康長寿医療センターはこうして独法化された  
お話  河原崎利行さん 衛生局支部書記長 

第二特集 
公社病院独法化の隠された意図 破綻に瀕する公社病院 
お話 太田 正さん 作新学院大学名誉教授 

 

 グラフは４月以降の、都立病院職

員の新規感染者数をグラフにしたも

のです。それまで毎月２人から３人

しかいなかった新規感染者が８月

は、２３日現在で２４人にも上って

います。この２４人は集団感染では

なく、個別の関連はありません。第

５波の拡大に伴い感染者が激増して

います。そのため職員の家族が陽性

となり濃厚接触者となる職員も増え

ています。職員が感染したり濃厚接

触者になると自宅待機になります。そうなると現場では突然の欠員となります。新規感染者が今

後、どれだけ増えるのかは予断を許しません。このまま感染が拡大しブレイクスルー感染が続け

ば、医療を安定的に提供することができなくなりかねません。 

 小池都知事は、23日「改正」感染症法に基づいて都内の医療機関にコロナ患者の受け入れ拡大を

要請しました。おそらく都内のどの医療機関でも、職員の新規感染、濃厚接触者の増大が深刻な問

題になっているはずです。新規感染者が増え続ければ、ブレイクスルー感染、濃厚接触者は増え続

けます。都が行うべきは、人流の抑制による新規感染者数の抑え込みのはずです。パラリンピック

を行っている場合ではありません。そして独法化を中止して、医療提供に責任を持つべきです。 

都立病院職員の月別感染者数 

3人 2人 2人 2人 

24人 

4月    5月    6月    7月    8月 

公社の経営危機が、公社

独法化の本当の理由！ 

8.17ツイッターデモは1,737ツイート 

 参加ありがとうござい
ました。ツイートを紹介
します。「このパンデ
ミックの最中、東京都が
コロナ受け入れの中心的
存在の都立病院を独法化
するの本当に悪魔の所業

としか言いようがない」 EMILさん 

看護師10月異動 内示は8月26日(木)、異

議申し立ては27日(金)11時支部必着で

す。決定は9月1日(木)です。 

視聴はこちら 


